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おおずの女性 ～輝いて今～

文化財
沼
ぬま

田
た

のタブノキ林
りん

大洲市指定天然記念物
個人所有

　この樹
じ ゅ

叢
そ う

は、平野町平地の沼田地区に所在し、
標高約300ｍの、南へのびる尾根の先端に位置し
ています。
　タブノキは、常緑広葉樹林を構成する代表的
な樹種です。本樹叢では、残念ながら巨木数本
が枯

こ し

死してしまいましたが、現在、 2 本の古木
と数本の若木とが葉を茂らせています。このう
ち古木の 1 本は樹高約22ｍ、胸

きょう

高
こ う

幹
み き

周
まわり

は5.6ｍあ
り、推定樹齢は300年を数えます。
　また、本樹叢内にはタブノキ以外に、同じく
常緑樹であるヤブニッケイやカゴノキ、シロダ
モ、ヤブツバキなども生育しています。このこ
とは、市内にあるタブノキの樹叢の植

しょく

生
せ い

を知る
うえで、重要なものといえます。

（昭和37年 2 月 3 日指定）

野　鳥
カンムリウミスズメ
（冠海雀）
チドリ目　ウミスズメ科
全長　24㎝

　最も南に生息するウミスズメの仲間です。ム
クドリぐらいの大きさで、頭に冠のような飾り
羽があります。日本近海のみで生息し、世界で
も推定5,000～10,000羽しかいないそうで、国の
天然記念物や絶滅危惧種に指定されています。
　有名な繁殖地は宮崎県の批

び

榔
ろう

島
じま

で、愛媛県か
ら近いこともあり、長浜沖でも出会うことがあ
ります。ほとんど海上で過ごすため陸地とは無
縁のようですが、人間により持ち込まれたネコ
やネズミによって島の繁殖場所が奪われ、絶滅
の危機に立たされているという現実があります。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

　

平
成
28
年
度
大
洲
市
連
合
婦
人
会
大

会
が
３
月
３
日
㈮
、
肱
南
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
三
好
康や
す

子こ

会
長

は
「
地
域
で
の
婦
人
会
の
役
割
は
大
き

い
。
男
女
を
問
わ
ず
、
み
な
さ
ん
と
少

し
で
も
社
会
貢
献
で
き
る
よ
う
日
々
努

力
し
た
い
。
女
性
な
ら
で
は
の
感
性
を

生
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
会
員
の
み
な
さ

ん
と
協
力
し
な
が
ら
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

連
合
婦
人
会
各
部
長
に
よ
る
28
年
度

の
活
動
実
践
報
告
の
後
、
大
洲
婦
道
会

か
ら
笑
い
ヨ
ガ
の
紹
介
と
自
身
の
体
験

を
通
し
て
考
え
る
三
世
代
交
流
に
つ
い

て
、
ま
た
南
久
米
婦
人
会
か
ら
は
婦
人

会
の
防
災
へ
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い

て
、
研
究
発
表
と
協
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
堺
勝ま
さ

俊と
し

中
央
公
民
館
長
に

よ
る
「
今
日
は 

う
れ
し
い 
ひ
な
ま
つ

り
」
と
題
し
た
記
念
講
話
が
あ
り
、「
体

を
動
か
す
こ
と
が
心
と
体
の
健
康
に
つ

な
が
る
。
人
は
何
歳
に
な
っ
て
も
夢
や

希
望
が
あ
れ
ば
元
気
が
湧
い
て
く
る
。

こ
れ
か
ら
も
笑
顔
と
元
気
で
婦
人
会
活

動
を
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
ユ
ー
モ

ア
あ
ふ
れ
る
口
調
で
話
し
ま
し
た
。
約

１
２
０
人
が
参
加
し
た
会
場
か
ら
は
笑

い
声
が
上
が
り
、
終
始
温
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

笑
顔
と
元
気
で
社
会
貢
献　
～
大
洲
市
連
合
婦
人
会
大
会
～笑いヨガを実践中
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★
大洲商工会議所青年部　大洲ご当地クイズ

　

春
の
日
差
し
が
心
地
よ
い
毎
日
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

　

青
年
部
も
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
公
開
例
会
や
、
会
員
交
流
会
な

ど
、
私
た
ち
の
活
動
を
知
る
機
会
が
あ

り
ま
す
の
で
、
青
年
部
の
活
動
に
つ
い

て
興
味
を
も
っ
た
人
は
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

地
元
が
好
き
で
、
大
洲
の
経
済
を
良

く
し
た
い
、
経
営
者
と
し
て
の
資
質
を

高
め
た
い
、
仲
間
を
つ
く
り
た
い
と
い

う
人
、
私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
ま
せ

ん
か
。

【
今
月
の
ク
イ
ズ
】

　

五
郎
河
川
敷
の
約
７
㌶
の
菜
の
花
畑

に
は
、菜
の
花
が
何
本
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

①　

約
１
０
０
万
本

②　

約
２
５
０
万
本

③　

約
３
５
０
万
本

【
先
月
号
の
ク
イ
ズ
の
解
答
・
解
説
】

　

平
成
29
年
３
月
の
時
点
で
大
洲
、
喜

多
、
平
、
久
米
、
平
野
、
新
谷
小
学
校

の
６
校
の
５
年
生
の
合
計
児
童
数
は
何

人
で
し
ょ
う
か
。

①　

約
１
５
０
人

②　

約
２
５
０
人

③　

約
３
５
０
人

正
解
…
②

解
説
…
６
校
の
５
年
生
の
10
年
前
の
児

童
数
を
調
べ
る
と
、
約
３
０
０
人
で
し

た
。
人
口
減
少
が
進
む
な
か
で
、
定
住

人
口
を
増
や
す
た
め
に
は
、
そ
れ
な
り

の
収
入
が
あ
る
仕
事
が
必
要
で
す
。
青

年
部
の
メ
ン
バ
ー
は
経
営
者
が
多
い
の

で
す
が
、
好
条
件
で
の
雇
用
を
増
や
す

た
め
の
頑
張
り
が
必
要
で
す
。

※ 

今
月
号
の
答
え
は
、
広
報
大
洲
５
月

号
に
掲
載
し
ま
す
。

花いっぱい運動で国体に参加しませんか
₆₄年ぶりの愛媛での国体　いよいよ ₉月₃₀日㈯開幕

　「花いっぱい運動」とは、国体の競技会場を花でいっぱいにし、全国からおとずれる
多くのみなさんを歓迎するための活動です。
　あなたの育てた花で会場を明るく彩り、来場者を心温かくお迎えする
とともに、大会を大いに盛り上げましょう。

【募集期間】 6 月15日㈭まで

【募集要件】 　市内に在住・在勤・在学し、指定する期間に物品の受
け取りやプランター搬入のため、市役所に来庁できる人。

【活動内容】 　 7 月にセルトレイからプランターに苗を植え替え、 9
月下旬まで花を育成していただきます。

【応募方法】

　申込書に必要事項を記入のうえ、事務局へ申し込みく
ださい。
　申込書はホームページからダウンロー
ドできるほか、本庁・支所・各公民館
などで配布しています。
http://www.ehimekokutai-ozu.jp/

【申し込み・問い合わせ先】
　愛顔つなぐえひめ国体・えひめ大会大洲市実行委員会事務局（えひめ国体推進課）☎57－9995
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活躍祈って熱いエール
　帝京第五高等学校甲子園出場壮行会が 3 月 3 日
㈮、市役所で開催され、野球部員37人をはじめ学
校関係者や市民など、あわせて約300人が参加しま
した。
　部員らは応援団やチアリーダーなどによる熱の
こもった激励を受け、代表して宮下勝

かつとし

利主将が「み
なさんの声援をパワーに変えて、甲子園では一戦
一戦頑張ります」と意気込みを語りました。

いつまでも健康で
　スポーツを通じて高齢者の相互の交流と親睦を
深め、健康の輪を広げることを目的に、第43回高
齢者スポーツ大会が 2 月24日㈮、総合体育館で開
催されました。
　旧大洲市内の高齢者約500人が参加し、地域ごと
に分かれて、チーム対抗でボール送りや玉入れな
どを行いました。会場は終始和やかな雰囲気で、
選手には温かい声援や拍手が送られていました。

心をひとつにみんなでジャンプ
　愛媛県内の小学生約350人が参加した第 2 回愛媛
県小学生なわとび選手権大会が 3 月 5 日㈰、総合
体育館で開催されました。
　個人戦と団体戦で競技が行われ、参加者はそれ
ぞれの種目で日ごろの練習の成果を競い合いまし
た。また、世界で活躍するなわとびパフォーマー
粕
かす

尾
お

将
しょう

一
いち

さんによる、なわとび教室とパフォーマ
ンスもあり、参加者は世界レベルの見事な技に見
入っていました。

プロの迫力あるプレーを体感
～愛媛オレンジバイキングス～

　大洲市初開催となるプロバスケットボールリー
グ「B

ビー

・
・

L
リ ー グ

EAGUE」の試合が 2 月10日㈮と11日㈯、
総合体育館で開催されました。
　福島ファイヤーボンズとの 2 連戦は、初日は70
－73と惜敗しましたが、 2 日目は92－69で勝利し
ました。プロ選手のスピーディーで迫力あるプレ
ーを間近で見ることができ、シュートが決まるた
び観客から大きな歓声が沸くなど、会場は熱気に
包まれていました。
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Ｌ
エル

Ｇ
ジー

Ｂ
ビー

Ｔ
ティー

って何
　大洲市人権・同和教育研究大会が 2 月17日㈮、
国立大洲青少年交流の家で開催されました。
　全体会では、レインボープライド愛媛代表エデ
ィさんによる同性愛・性別違和についての講演が
ありました。エディさん自身が同性愛者として偏
見に苦しんだ過去や、人権問題としての性的マイ
ノリティについて講演し、約330人の参加者は性の
多様性とその理解を深めることができました。

ボランティア活動を報告
　青年海外協力隊として、アフリカ西部セネガル
で 2 年間の活動を終えた藤本顕

あき

允
まさ

さんが 2 月10日
㈮、清水市長を表敬訪問しました。
　現地では安全な水を供給するため、給水施設の
設置や維持管理のほか、生活改善のための啓発活
動を担当していた藤本さんは、「セネガルの人はと
ても優しく、助けてもらうことが多かった。今後は、
今までの経験を生かして地元に貢献したい」と話
しました。

ＣＭで新谷をアピール
　「ふるさとＣＭ大賞えひめʼ17」が 2 月12日㈰、松
山市総合コミュニティセンターで開催され、県内
各自治体から一次審査を通過した25作品が上映さ
れました。
　大洲市からは、新谷一万石まちおこしの会が、
銀河鉄道999を題材としたＣＭを出品しました。惜
しくも受賞は逃しましたが、舞台上で漫画家の松
本零

れい

士
じ

さんとのつながりをＰＲし、会場を盛り上
げました。

地域の食材で「地域鍋」
　市内の加工品生産者などを対象とした「おおず
加工品開発講座」が 2 月20日㈪、長浜ふれあい会
館で開催されました。
　全 5 回開かれた講座では、 6 次産業化プランナ
ー米田佳

か よ こ
代子先生の講義を受け、地域の農林水産

物を使った新たな商品開発を行いました。最終回
の講座では、長浜産のハモを使った「地域鍋」を
作り、参加した三浦勝

かつ
美
み

さんは「教えてもらった
ことを婦人会活動に役立てたい」と話しました。
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積極的に子育てを応援
～チャイルド・ユースサポート章受章～
　家庭教育支援チームの「大洲子育てサポート
“そよ風”」が日ごろの活動を認められ、内閣府から
チャイルド・ユースサポート章を受章し 2 月 2 日
㈭、清水市長に受章報告を行いました。
　また、優れた「早寝早起き朝ごはん」運動を行
ったとして、文部科学大臣表彰を受賞することも
決まり、チームリーダーの吉

よし

見
み

和
かず

子
こ

さんは、「これ
からも子育て中の人に寄り添う活動を続けていき
たい」と今後の抱負を述べました。

白滝小学校と長浜小学校が統合
～大洲市学校統合合意書調印式～

　長浜地域最後の統廃合となる、白滝小学校と長
浜小学校の統合合意書調印式が 2 月19日㈰、白滝
小学校で行われました。
　関係者約60人が出席した調印式で、清水市長は
白滝地区の英断に敬意を表し、両校の代表者など
が統合合意書へ署名した後、統廃合検討委員長が
あいさつをしました。
　今回の調印により白滝小学校は、平成30年 4 月
に長浜小学校と統合します。

活力ある市の発展へタッグ
　愛媛大学と大洲市の連携協力協定調印式が 2 月
13日㈪、市役所で行われました。大橋裕

ゆういち

一愛媛大
学長は「今回を機に地域の問題を解決し、新たな
価値を見出したい」と話し、清水市長は「オンリ
ーワンのまちづくりに、共に取り組んでいただき
たい」と述べました。
　この協定により、市の歴史や観光などの分野で、
学生などの若い視点や科学的な分析の活用による
地域活性化が期待されます。

松　本　眞
しん

　玄
げん

さん
（柚木）

元八幡浜地方局大洲出張所長

瑞
宝
双
光
章

　松本さんは、長年にわた
り地方自治にご尽力された
ご功績により、このたび「瑞
宝双光章」を受章されまし
た。

高 齢 者 叙 勲
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大
洲
え
え
モ
ン
セ
レ
ク
シ
ョ
ン　

さ
ら
な
る
販
路
拡
大
へ

　
「
大
洲
え
え
モ
ン
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

は
、
制
度
創
設
５
年
目
を
迎
え
、
現
在

21
事
業
者
51
品
目
が
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
内
外
で
の
認
知
度
向
上
を
は
じ

め
、
流
通
拡
大
の
推
進
と
地
域
産
業
の

活
性
化
を
図
り
、
認
定
品
を
通
し
て
市

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
首
都
圏
販
路
開
拓

を
は
じ
め
、
関
西
圏
、
名
古
屋
圏
で
の

さ
ら
な
る
販
路
拡
大
を
目
指
し
、
ダ
イ

キ
な
ん
ば
店
（
大
阪
市
）
や
紀
ノ
國
屋

３
店
舗（
東
京
都
）、桜
通
り
カ
フ
ェ（
名

古
屋
市
）
で
の
市
場
ニ
ー
ズ
調
査
や
イ

ベ
ン
ト
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

県
内
で
は
道
後
温
泉
と
協
力
し
て
試
食

お
披
露
目
会
を
実
施
し
、
食
と
観
光
の

相
乗
的
な
連
携
を
図
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
年
１
月
に
は
、
伊
予
銀
行

東
京
支
店
で
大
洲
市
の
７
事
業
者
が
、

バ
イ
ヤ
ー
や
飲
食
店
経
営
な
ど
約
20
社

に
対
し
、
自
社
商
品
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
や
試
食
提
供
を
行
い
、
熱
心
に

商
談
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

２
月
に
は
、
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
か
れ

た
「
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ト
レ
ー

ド
シ
ョ
ー
２
０
１
７
」
に
お
い
て
、
２

年
連
続
と
な
る
市
単
独
ブ
ー
ス
を
出
展

し
ま
し
た
。
地
域
資
源
を
活
用
し
た
全

国
ブ
ー
ス
で
は
、
６
次
産
業
化
商
品
を

中
心
に
出
展
し
、
来
場
し
た
約
９
万
人

の
バ
イ
ヤ
ー
な
ど
へ
向
け
て
、
商
品
の

特
長
や
取
引
条
件
な
ど
を
説
明
し
ま
し

た
。
す
で
に
成
約
し
た
も
の
や
、
現
在

商
談
中
の
案
件
が
あ
る
な
ど
、
大
き
な

成
果
に
向
け
て
取
り
組
み
を
続
け
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
、
地
元
の
み
な
さ
ん
を
は
じ

め
、
市
外
の
人
に
も
愛
さ
れ
る
大
洲
産

品
を
目
指
し
、
販
路
開
拓
を
き
っ
か
け

と
し
て
、
市
の
認
知
度
向
上
や
地
場
産

業
の
振
興
、
雇
用
創
出
な
ど
、
地
域
経

済
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

紀ノ國屋大洲市フェア（青山インターナショナル店）

東京商談会（伊予銀行東京支店）

スーパーマーケット・トレードショー2017

大洲ええモンセレクション認定品
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地
域
の
安
全
確
保
へ 
士
気
高
く

～
平
成
29
年
大
洲
市
消
防
出
初
式
～

　

平
成
29
年
大
洲
市
消
防
出
初
式
が
３

月
５
日
㈰
、
若
宮
の
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
わ
れ
、
市
内
各
地
か
ら
１
４
５

１
人
の
消
防
団
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
殉
職
消
防
職
団
員
に
対
す

る
黙
と
う
を
捧
げ
た
後
、
各
分
団
に
よ

る
ポ
ン
プ
車
操
法
・
小
型
ポ
ン
プ
お
よ

び
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法
・
小
隊
訓
練
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
団
員
の
統
制
の
と

れ
た
動
き
に
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

清
水
市
長
は
、
防
災
に
対
す
る
日
々

の
取
り
組
み
に
感
謝
を
表
す
と
と
も
に

「
近
年
は
災
害
、
地
震
が
頻
発
し
、
消

防
団
員
の
活
動
が
中
核
的
存
在
と
し
て

大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
今
後
も
、
団
員
の
確
保
と

施
設
整
備
を
は
じ
め
、
安
全
で
安
心
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
み

た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
団

員
な
ど
に
表
彰
状
や
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
受
章
者
を
代
表
し
て
、
新

谷
分
団
矢
野
秀し
ゅ
う

次じ

分
団
長
が
「
今
回

の
受
章
は
、
支
え
て
く
れ
た
家
族
や
、

消
防
団
活
動
へ
の
理
解
を
い
た
だ
い
た

職
場
の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
。今
後
も
、

地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
と
い

う
消
防
使
命
達
成
に
向
け
て
、
訓
練
や

知
識
の
習
得
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
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今
回
の
出
初
式
で
表
彰
さ
れ
た
み
な

さ
ん
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
一
部
省
略
）

  

消
防
庁
長
官
表
彰

功
労
章
（
１
人
）

団
長 
中
川　

一い
ち

夫お

永
年
勤
続
功
労
章
（
２
人
）

菅
田
分
団　

分
団
長 

岩
井　

輝て
る

満み
つ

岩
谷
分
団
副
分
団
長 

山
下　

光み
つ

幸ゆ
き

  

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章
（
１
人
）

副
団
長 

和
左
田
壽す

栄え

重し
げ

精
績
章
（
３
人
）

肱
北
分
団　

分
団
長 

冨
永　

憲け
ん

司じ

出
海
分
団　

分
団
長 

鈴
木　

与よ

造ぞ
う

正
山
分
団　

分
団
長 

稲
田　

弘ひ
ろ

安や
す

勤
続
章
（
３
人
）

白
滝
分
団　

団
員 

西
山　

修し
ゅ
う

一い
ち

白
滝
分
団　

部
長 

別
宮　

康や
す

夫お

白
滝
分
団　

団
員 

矢
野　

利と
し
か
ず一

  

愛
媛
県
知
事
表
彰

功
労
章
（
９
人
）

南
久
米
分
団
副
分
団
長 

梅
原　

福ふ
く
か
ず一

新
谷
分
団　

分
団
長 

矢
野　

秀し
ゅ
う

次じ

三
善
分
団　

分
団
長 

清
水　

淳じ
ゅ
ん

也や

櫛
生
分
団
副
分
団
長 

増
田　

勇ゆ
う

志じ

白
滝
分
団
副
分
団
長 

後
藤　

忠た
だ
の
ぶ信

中
央
分
団　

分
団
長 

城
戸　

光こ
う

二じ

大
谷
分
団
副
分
団
長 

西
山　

秀ひ
で
ゆ
き幸

河
辺
分
団　

分
団
長 

德
見　

和か
ず

也や

女
性
分
団　

部　

長 

大
藤
ユ
リ
子

  

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章
（
５
人
）

南
久
米
分
団
分
団
長 

吉
月　
　

剛つ
よ
し

出
海
分
団　

分
団
長 

鈴
木　

与
造

正
山
分
団　

分
団
長 

稲
田　

弘
安

予
子
林
分
団
分
団
長 

三
瀬　

良り
ょ
う

治じ

女
性
分
団　

分
団
長 

白
石　

朱あ
け

美み

勤
続
章
（
2０
年
以
上　

６
人
）

肱
北
分
団　

団
員 

山
本　

芳よ
し
ふ
み史

南
久
米
分
団
団
員 

松
本　
　

学ま
な
ぶ

喜
多
灘
分
団
班
長 
松
岡　

弘こ
う
ぞ
う三

櫛
生
分
団　

団
員 
兵ひ
ょ
う

多た　

儀よ
し
ひ
ろ彦

大
和
分
団　

団
員 

渡
邉　

裕ひ
ろ
ふ
み文

大
和
分
団　

団
員 

久
保　

圭け
い

司じ

勤
続
章
（
15
年
以
上　

18
人
）

肱
南
分
団　

班
長 

丸
川　

秀し
ゅ
う

二じ

肱
北
分
団　

班
長 

仲
岡　

浩こ
う

司じ

平
野
分
団　

班
長 

末
廣　
　

誠ま
こ
と

南
久
米
分
団
団
員 

谷　
　

慎し
ん
い
ち一

菅
田
分
団　

部
長 

東
谷　

和か
ず
の
り典

大
川
分
団　

班
長 

西
野　

恵け
い

吾ご

柳
沢
分
団　

団
員 

平
尾　

安や
す
し
げ茂

三
善
分
団　

団
員 

栁
野　

茂し
げ

貴き

粟
津
分
団　

団
員 

旭　
　

貴た
か
ゆ
き之

上
須
戒
分
団
班
長 

福
田　

浩こ
う

司じ

長
浜
分
団　

班
長 

髙
橋　

直な
お
ひ
と人

櫛
生
分
団　

団
員 

櫻
本　
　

司つ
か
さ

出
海
分
団　

班
長 

中
村　
　

茂し
げ
る

大
和
分
団　

団
員 

今
田　

健け
ん
い
ち一

白
滝
分
団　

班
長 

宮
内　

宏ひ
ろ
あ
き明

正
山
分
団　

班
長 

山
田　

耕こ
う

士じ

予
子
林
分
団
団
員 

宮
田　

哲て
つ

男お

河
辺
分
団　

団
員 

塚
野　

俊し
ゅ
ん

二じ

勤
続
章

（
1０
年
以
上
～
15
年
未
満
28
人
）

肱
南
分
団　

団
員 

村
上　

良り
ょ
う

太た

肱
南
分
団　

班
長 

西
川　

克か
つ
ひ
ろ洋

肱
北
分
団　

班
長 

大
森　
　

隆た
か
し

肱
北
分
団　

団
員 

増
田　

弘ひ
ろ
か
ず和

南
久
米
分
団
団
員 

木
下　

繁し
げ

雄お

菅
田
分
団　

班
長 

矢
野
洋よ
う
い
ち
ろ
う

一
郎

菅
田
分
団　

団
員 

柴
田　
　

勝ま
さ
る

大
川
分
団　

団
員 

河
内　
　

章あ
き
ら

大
川
分
団　

団
員 

坂
本　

章し
ょ
う

一い
ち

柳
沢
分
団　

班
長 

白
石　

正ま
さ
か
ず和

新
谷
分
団　

班
長 

福
島　

豊と
よ

貴き

新
谷
分
団　

班
長 

谷
本　

和か
ず
ゆ
き幸

三
善
分
団　

班
長 

高
田　

勇ゆ
う

樹き

粟
津
分
団　

団
員 

藤
岡　
　

寛ひ
ろ
し

上
須
戒
分
団
班
長 

松
岡　

博ひ
ろ
ふ
み文

長
浜
分
団　

班
長 

大
石　
　

明あ
き
ら

喜
多
灘
分
団
団
員 
東　
　

敬け
い

士し

櫛
生
分
団　

班
長 
峯
𦚰　

茂し
げ
の
ぶ暢

出
海
分
団　

班
長 
石
山　

敦あ
つ

次し

大
和
分
団　

団
員 

村
上　

一い
ち
ろ
う郎

白
滝
分
団　

団
員 

石
岡　
　

正た
だ
し

白
滝
分
団　

班
長 

山
中　

誠せ
い

二じ

中
央
分
団　

団
員 

二
宮　

和か
ず

也や

正
山
分
団　

班
長 

立
花　

昌ま
さ

志し

大
谷
分
団　

団
員 

岩
田　

耕こ
う

司じ

予
子
林
分
団
団
員 

畑は
た
や
ま山　

信の
ぶ
ひ
と仁

河
辺
分
団　

団
員 

露
内　

久ひ
さ

志し

女
性
分
団
副
分
団
長 

國
井　

幸さ
ち

惠え

規
律
章
（
勤
続
1０
年
未
満
１
人
）

平
野
分
団　

団
員 

木
村　

孝た
か
あ
き明

家
族
内
助
の
功
労
章
（
１
人
）

副
団
長 

岩
田　

清き
よ
い
ち一

　
　
　
　
　
　
　

夫
人　

岩
田
あ
つ
子

優
良
団
体
表
彰
（
２
団
体
）

若
宮
地
域
自
主
防
災
組
織 

会
長 

手て

水み
ず
が
わ川　

公い
さ
お

肱
南
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ 

会
長 

山
崎　

由ゆ

き紀

  

大
洲
市
長
表
彰
（
63
人
）

  

大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

規
律
章
（
2０
人
）

勤
続
章
（
16
人
）

  

大
洲
市
消
防
団
長
表
彰
（
79
人
） 

15 広報大洲 2017年４月号

おおずニュース


